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『
納
棺
夫
日
記
』
考 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上 

田 

正 

昭 

 
 

プ
ロ
ロ
ー
グ 

 

09
年
の
夏
は
冷
夏
と
呼
ば
れ
、
過
ご
し
易
か
っ
た
。
早
々
に
秋
の
気

配
が
漂
い
、
虫
達
は
大
燥
は
し
ゃ

ぎ
。 

 

幸
い
、
鉦
と
太
鼓
で
騒
ぎ
立
て
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
、
私
の

住
む
世
田
谷
の
高
齢
者
住
民
地
域
で
は
、さ
し
て
流
行
の
兆
し
も
な
い
。 

 

さ
て
何
故
「
プ
ロ
ロ
ー
グ
」
な
ど
と
書
き
出
し
た
か
と
い
う
と
、
八

月
も
終
わ
り
に
近
く
、
ひ
ょ
っ
と
気
に
な
る
一
通
の
葉
書
が
届
い
た
か

ら
。 

 

ち
ょ
っ
と
飛
ぶ
が
、
私
を
『
医
芸
』
へ
紹
介
、
投
稿
を
勧
め
ら
れ
た

の
は
、
日
頃
気
安
く
「
通
さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
る
親
友
、
プ
ロ
の
詩
人

で
も
あ
る
同
じ
地
区
医
師
会
員
、
同
年
輩
の
高
橋 

通
先
生
。 

 

よ
う
や
く
遅
蒔
き
な
が
ら
最
近
に
な
り
、文
章
ら
し
く
な
っ
た
の
は
、

勿
論
お
世
辞
、
胡
麻
擂
り
で
も
な
く
、「
通
さ
ん
」
の
サ
ジ
ェ
ス
チ
ョ
ン

の
お
陰
な
の
だ
。 

 

こ
と
に
今
年
の
夏
は
小
学
校
か
ら
の
級
友
達
続
い
て
亡
く
な
り
、
い

さ
さ
か
落
ち
込
ん
で
い
た
折
で
も
あ
っ
て
、
一
通
の
葉
書
に
励
ま
さ
れ

た
よ
う
で
、
嬉
し
い
。 

 

無
断
で
恐
縮
だ
が
、
彼
の
葉
書
の
文
面
の
一
部
を
記
し
て
み
る
。 
 

「
何
度
も
読
ん
で
み
ま
し
た
。
…
…
深
く
静
か
に
読
む
程
に
味
合
い

深
く
感
じ
ら
れ
ま
す
…
…
」。 

 

『
医
芸
』
夏
季
号
「
医
家
随
想
」
欄
へ
投
稿
し
た
私
の
拙
文
「
呆
け

防
止
に 

日
記
を
書
こ
う
！
」
に
対
す
る
彼
の
評
。 

 

嫌
な
言
葉
だ
が
日
頃
老
人
と
呼
ば
れ
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
に
拘
わ
ら

ず
世
間
か
ら
は
片
隅
へ
と
追
い
遣
ら
れ
て
い
る
。 

 

そ
ん
な
理
由
に
な
ら
な
い
理
由
で「
プ
ロ
ロ
ー
グ
」を
書
き
出
し
た
。 

 

す
る
と
、
ひ
ょ
っ
と
反
射
的
に
エ
ピ
ロ
ー
グ
と
い
っ
た
対
比
語
が
脳

裏
を
掠
め
、
当
然
も
の
ご
と
に
は
始
め
と
終
わ
り
、
決
し
て
不
思
議
で

は
な
い
の
に
、
妙
に
楽
し
い
文
章
に
な
ら
な
い
よ
う
な
、
嫌
な
予
感
を

覚
え
る
。
胸
騒
ぎ
と
い
う
の
だ
ろ
う
。 

 

『
医
芸
』
の
前
号
、
拙
文
中
五
月
十
二
日
毎
日
新
聞
連
載
、「
Dr.
中

川
の
癌
か
ら
死
生
を
み
つ
め
る
」（
中
川
恵
一
・
東
京
大
附
属
病
院
准
教

授
、
緩
和
ケ
ア
診
療
部
長
）
の
記
事
を
再
度
参
照
し
て
み
る
。 

 

人
間
の
身
体
は
生
涯
五
二
回
ほ
ど
細
胞
分
裂
を
繰
り
返
す
。
し
か
し

Ｄ
Ｎ
Ａ
も
老
化
し
、
コ
ピ
ー
不
能
状
態
に
な
る
と
、
生
命
活
動
に
ピ
リ

オ
ド
が
打
た
れ
、
死
を
迎
え
る
。 



 - 74 -

 
ち
な
み
に
09
年
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
は
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
校
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
教
授
。

米
ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ス
大
の
キ
ャ
ロ
ル
・
グ
ラ
イ
ダ
ー
教
授
。
米
ハ

ミ
ル
ト
ン
大
の
ジ
ャ
ク
ス
・
ジ
ョ
ス
タ
ク
教
授
の
三
氏
が
受
賞
さ
れ
。 

 

前
記
細
胞
分
裂
を
司
る
染
色
体
末
端
の
「
テ
ロ
メ
ア
」
と
そ
れ
を
作

る
酵
素
（
テ
ロ
メ
ラ
ー
ゼ
）
の
機
能
を
発
見
し
て
、
そ
の
研
究
が
評
価

さ
れ
た
。 

  

ち
ょ
っ
と
前
に
な
る
が
今
年
二
月
、
81
回
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
外
国
語
映

画
賞
を
受
賞
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
舞
い
込
み
、
明
る
い
話
題
払
底

の
こ
の
頃
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
世
間
は
大
騒
ぎ
に
な
る
。 

 

映
画
「
お
く
り
び
と
」
小
山
薫
堂
脚
本
、
滝
田
洋
二
郎
監
督
、
木
本

雅
弘
主
演
で
、
青
木
新
門
著
『
納
棺
夫
日
記
』
を
映
画
化
し
た
も
の
。 

 

映
像
で
は
、
主
人
公
、
程
々
の
腕
の
チ
ェ
ロ
奏
者
の
大
悟
（
本
木
）

は
、
楽
団
の
解
散
、
失
職
の
憂
き
目
を
見
、
妻
の
美
香
（
広
末
涼
子
）

を
連
れ
、
故
郷
の
山
形
県
酒
田
市
へ
戻
り
、
新
聞
広
告
で
旅
行
会
社
と

誤
解
し
て
、
い
わ
ゆ
る
葬
儀
社
の
下
請
け
、
遺
体
の
死
亡
措
置
を
し
納

棺
す
る
会
社
へ
就
職
す
る
。 

 

そ
の
様
な
仕
事
は
忽
ち
周
囲
の
知
る
こ
と
に
な
り
、
旧
友
に
も
、
親

戚
に
も
疎
ま
れ
、
女
房
ま
で
逃
げ
出
し
、
或
る
転
機
が
あ
っ
て
故
人
を

“
お
く
る
”
仕
事
に
俄
然
意
義
を
見
出
す
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
。 

 

小
説
の
『
納
棺
夫
日
記
』
第
一
章
「
み
ぞ
れ
の
季
節
」
を
繙
く 

 

昨
夜
、体
を
求
め
た
ら
拒
否
さ
れ
た
。今
の
仕
事
を
辞
め
な
い
限
り
、

嫌
だ
と
い
う
。 

 
 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

「
穢
ら
わ
し
い
、
近
づ
か
な
い
で
！
」 
 

と
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に
妻
は
拒
否
し
た
。 

 

特
に
「
穢
ら
わ
し
い
」
と
い
う
言
葉
に
、
怒
り
を
覚
え
た
。 

 
 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

 

言
葉
で
衝
撃
や
怒
り
を
覚
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
が
最
も
気
に

し
て
い
る
こ
と
を
突
か
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
は
日
頃
気
に
し

て
い
る
こ
と
を
、
あ
か
ら
さ
ま
に
非
難
さ
れ
た
場
合
、
血
が
逆
上
す
る

ほ
ど
の
怒
り
を
覚
え
る
こ
と
が
あ
る
。 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

 

こ
の
「
穢
れ
」
と
い
う
言
葉
こ
そ
、
古
代
社
会
か
ら
今
日
ま
で
、
ど

の
よ
う
に
思
想
や
異
文
化
が
こ
の
島
国
に
流
入
し
て
来
て
も
、
決
し
て

滅
び
る
事
な
く
日
本
民
族
の
心
の
深
層
部
に
巣
く
っ
て
脈
々
と
活
き
続

け
て
来
た
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
、
生
物
の
染
色
体
に
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ

た
遺
伝
子
情
報
に
も
似
た
確
か
さ
で
連
綿
と
わ
れ
わ
れ
に
受
け
継
が
れ

て
い
る
。 

 

折
口
信
夫
や
柳
田
国
男
か
ら
始
ま
る
わ
が
国
の
民
俗
学
者
た
ち
が
、

各
地
の
風
俗
習
慣
の
冠
婚
葬
祭
も
儀
礼
文
化
を
調
べ
て
行
く
と
最
終
的
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に
は
、「
ケ
ガ
レ
」
と
「
ハ
レ
」
と
い
う
ア
メ
ー
バ
ー
の
よ
う
な
原
始
的

な
思
想
に
行
き
着
く
。 

「
ケ
ガ
レ
」
の
内
容
は
、
既
に
古
代
（
注
・
平
安
時
代
）
の
「
延
喜

式
」
の
中
に
細
か
く
規
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

 

こ
れ
ら
穢
れ
か
ら
の
が
れ
る
こ
と
が
、
人
々
の
最
大
の
関
心
事
で
あ

っ
て
、
見
え
な
い
よ
う
に
遠
ざ
け
た
り
、
一
線
を
引
い
て
隔
離
し
た
り

…
…
。 

 

し
か
し
、
ど
う
し
て
も
隔
離
し
た
り
、
遠
ざ
け
た
り
出
来
な
い
場
合

が
あ
る
。
そ
ん
な
と
き
不
浄
や
穢
れ
を
浄
化
す
る
儀
式
と
し
て
オ
ハ
ラ

イ
や
キ
ヨ
メ
を
行
い
、
一
瞬
に
し
て
ハ
レ
に
転
換
す
る
の
で
あ
る
。 

第
三
章
「
ひ
か
り
と
い
の
ち
」 

 

い
つ
の
間
に
か
、
宗
教
書
を
読
む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
悶
々
と
し

て
過
ご
し
た
頃
は
、『
歎
異
抄
』
一
冊
を
心
の
支
え
の
よ
う
に
読
ん
で
い

た
が
、次
第
に
宗
教
に
関
す
る
も
の
な
ら
手
当
た
り
次
第
読
ん
で
い
た
。 

 

そ
ん
な
乱
読
の
中
で
、
あ
の
不
思
議
な
光
に
最
も
明
解
な
回
答
を
与

え
て
く
れ
た
の
は
親
鸞
で
あ
っ
た
。 

「
光
の
溢
れ
る
書 

『
納
棺
夫
日
記
』
に
覚
え
る
喜
び
」
二  

高
史
朗 

 

青
木
新
門
さ
ん
は
、
ま
さ
し
く
死
者
を
見
つ
め
る
こ
と
を
通
し
て
、

私
た
ち
が
喪
失
し
て
い
る
生
の
本
源
的
光
を
回
復
さ
せ
て
い
る
の
で
あ

る
。 

 
 
 

同 
 
 

五 

 

巻
末
の
文
章
を
読
ん
で
、
紹
介
を
終
わ
り
に
す
る
。 

 

末
期
患
者
に
は
、
激
励
は
酷
だ
。
善
意
は
悲
し
い
。
説
法
も
言
葉
も

い
ら
な
い
。 
 

と
語
っ
て
い
る
。
地
獄
に
落
ち
、
踠あ

が

き
苦
し
み
、
よ
う
や
く
自
分
で

這
い
上
が
っ
た
者
の
真
摯
な
声
。 

 

そ
う
、
こ
れ
か
ら
私
も
そ
う
し
よ
う
。 

  

い
さ
さ
か
私
事
で
恐
縮
し
ま
す
が
、
先
の
青
木
氏
と
立
場
は
相
違
す

る
も
、
私
も
死
体
を
抱
き
抱
え
、
恐
怖
で
身
の
毛
の
よ
だ
つ
思
い
を
し

た
経
験
を
持
つ
。 

 

時
は
、
太
平
洋
戦
争
敗
戦
後
、
日
本
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
下
、
食
糧
を
食

券
で
配
給
。
小
生
学
部
一
年
、
基
礎
の
研
究
室
は
人
も
物
も
不
足
、
解

剖
学
の
教
授
が
学
生
の
入
局
を
要
請
、
机
も
与
え
ら
れ
、
照
れ
臭
い
が

白
衣
着
用
し
、
誇
ら
し
か
っ
た
。 

 
当
時
、
解
剖
実
習
用
の
献
体
は
極
端
に
不
足
。
そ
ん
な
折
、
夏
休
み

直
前
の
或
る
日
の
こ
と
、
山
梨
県
か
ら
仏
さ
ん
を
受
け
取
り
に
来
る
様

連
絡
が
入
る
。 

 

教
授
「
運
送
屋
を
手
配
し
た
。
先
方
に
も
挨
拶
し
て
あ
る
。
立
ち
会

う
だ
け
で
い
い
、
頼
む
ぞ
！
」 
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何
ん
と
も
私
が
使
者
に
指
名
さ
れ
た
。 

 

ポ
ン
コ
ツ
ト
ラ
ッ
ク
、
勿
論
冷
房
な
ど
な
い
。
高
速
道
路
も
な
け
れ

ば
、
道
路
は
凸
凹
、
や
っ
と
先
方
へ
着
く
。
荷
、
遺
体
を
車
に
運
ん
で

い
た
だ
き
、
本
当
に
頭
を
下
げ
た
だ
け
で
、
帰
路
に
付
く
。 

 

教
室
で
は
遺
体
の
腐
敗
防
止
処
置
の
準
備
を
し
、
車
の
到
着
を
待
っ 

             

て
い
る
。 

 

助
手「
急
い
で
遺
体
を
実
習
室
へ
運
べ
」と
い
と
も
気
安
く
告
げ
る
。 

 

台
車
に
屍
を
乗
せ
よ
う
と
、
ひ
ょ
っ
と
持
ち
上
げ
た
が
、
重
く
て
動

か
な
い
。
意
識
し
て
い
た
の
に
、
肌
に
触
れ
た
ら
氷
の
様
、
汗
は
引
き
、

冷
や
汗
が
流
れ
、
震
え
が
止
ら
な
い
。 

 

「
勇
気
、
勇
気
を
出
せ
」
自
分
自
身
に
言
い
聞
か
せ
、
叱
咤
。 

 

屍
体
を
手
動
ク
レ
ー
ン
で
吊
り
上
げ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
解
剖
台

へ
横
た
え
、
全
裸
に
す
る
。 

 

再
び
助
手
「
次
は
腐
敗
対
策
、
覚
え
ろ
よ
」 
 

す
で
に
吊
る
さ
れ
た
大
き
な
イ
ル
リ
ガ
ー
ト
ル
に
ゴ
ム
管
、
カ
ニ
ュ

ー
レ
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
。
大
腿
内
側
を
切
開
し
て
股
動
脈
か
ら
ホ
ル

マ
リ
ン
液
を
注
入
、
無
論
血
液
と
も
交
換
さ
れ
る
に
、
お
よ
そ
一
日
を

要
す
。 

 

そ
れ
か
ら
実
習
室
の
隣
室
、
銭
湯
の
湯
船
の
よ
う
な
ホ
ル
マ
リ
ン
槽

へ
、
そ
こ
で
仲
間
達
と
共
に
沈
む
。
肺
か
ら
空
気
が
抜
け
て
る
か
ら
。 

 

解
剖
実
習
終
了
後
に
献
体
は
荼
毘
に
付
さ
れ
、
順
次
家
族
へ
返
納
す

る
。 

 

そ
れ
か
ら
年
に
一
度
、
解
剖
教
室
主
宰
の
合
同
慰
霊
祭
が
池
上
本
門

寺
で
営
ま
れ
、
関
係
者
、
学
生
が
集
ま
っ
て
、
故
人
の
冥
福
を
祈
念
す

る
。 

  
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
は
な
い
が
、
縁
が
あ
っ
て
、
禅
宗
、
臨
済
宗
、

文
京
区
に
あ
る
小
池
心
叟
老
師
（
印
記
受
領
者
）
龍
雲
院
、
在
家
の
白

山
道
場
、
日
曜
禅
会
「
直
心
会
」
門
を
叩
き
、
入
門
を
許
さ
れ
。 

 

い
よ
い
よ
相
見
の
礼
。
そ
し
て
入
室
を
許
可
、
喚
鐘
二
点
、
隠
寮
へ

赴
き
、
合
掌
・
三
拝
、
師
弟
端
坐
し
、
直
ぐ
に
法
戦
、
公
案
（
禅
問
答
）。 
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例
え
ば
、
禅
録
『
無
門
関
』
第
一
「
趙
州
和
尚
。
囚
僧
問
、
狗
子
還

有
仏
性
也
無
。
州
之
、
無
」。 

 

す
か
さ
ず
師
家
は
学
人
に
向
か
っ
て
「
無
を
出
し
て
み
ろ
！
」
と
迫

る
。
更
に
次
々
拶
処
、
類
題
が
繰
り
出
さ
れ
る
。 

 

い
わ
ゆ
る
葬
式
仏
教
と
は
全
く
質
を
異
に
す
る
人
間
を
生
か
す
真
の

仏
教
の
姿
と
い
え
よ
う
。 

 

七
月
二
八
日
（
火
）
の
毎
日
新
聞
朝
刊
、
く
ら
し
ナ
ビ
欄
を
開
き
、

連
載
記
事
。 

 

Dr.
中
川
の
『
癌
か
ら
死
生
を
み
つ
め
る
』
副
題
「
生
活
か
ら
消
え
た

死
」
を
読
む
。 

 

今
や
「
畳
の
上
で
死
ぬ
人
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
８
割
以
上
が
病

院
の
ベ
ッ
ド
の
上
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
50
年
前
は
８
割

以
上
が
、
そ
し
て
僕
の
生
ま
れ
た
１
９
６
０
年
で
も
７
割
の
方
が
、
自

宅
で
亡
く
な
っ
た
も
の
で
し
た
。 

 

一
方
、
核
家
族
化
が
進
ん
で
、
現
在
、
小
学
校
の
１
ク
ラ
ス
で
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
生
徒
は
１
〜

２
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

「
核
家
族
」
と
病
院
死
。
こ
れ
ら
が
、
日
本
人
の
死
生
観
に
影
響
を

与
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
少
し
前
ま
で
、
日
本
人
は
大
家
族
で
暮
ら

し
、
生
ま
れ
育
っ
た
家
の
畳
の
上
で
死
ん
で
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
、
自
分
の
老
い
と
死
を
生
活
の
中
で
「
予
習
」
で
き
た
わ
け
で
す
。 

今
の
子
ど
も
が
一
緒
に
暮
ら
す
の
は
若
い
両
親
だ
け
に
な
り
、
生
活

の
中
で
「
老
い
」
を
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
死
は
、
病
院
の
中
に

「
隠
蔽
」
さ
れ
、
や
は
り
生
活
や
意
識
の
中
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
て
い

ま
す
。 

あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
「
死
ん
で
も
人
は
生
き
か
え
る
か
」
と

い
う
質
問
に
対
し
て
、
小
学
生
の
34
％
が
「
は
い
」。
32
％
が
「
わ
か

ら
な
い
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
死
の
「
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
」
が
失
わ
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
…
…
…
…
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

 

い
か
に
科
学
が
進
歩
し
よ
う
と
、
台
風
や
地
震
と
い
っ
た
災
害
は
避

け
よ
う
も
な
い
。 

そ
ん
な
際
の
心
得
を
江
戸
後
期
の
禅
僧
・
良
寛
（
一
七
五
八
〜
一
八

三
一
）
は
、
何
と
い
っ
て
被
害
者
を
慰
労
し
た
か
聞
く
。 

文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
十
一
月
、
新
潟
・
三
條
で
の
大
地
震
の

被
害
者
、
山
田
杜
皐
当
て
の
、
良
寛
か
ら
の
消
息
、
手
紙
「
地
し
ん
は
信

ま
こ
と

に
大
変
に
候
」 

し
か
し
災
難
に
逢あ

う

時
節
に
は
、
災
難
に
逢
ふ
が
よ
く
候 

死
ぬ
時
節

に
は
死
ぬ
が
よ
く
候 

是
ハ
こ
れ
災
難
を
の
が
る
ゝ
妙
法
に
て
候 

 [
坐
禅
作
法] 

合
掌
、
結
跏
跌
坐
、
法
界
定
印
、「
調
身
、
調
息
、
調 

心
」 


